
タイトル：京都府立城陽支援学校の生徒がスリランカご出身者とお茶で国際交流しました！ 

 

きょうとまるごとお茶の博覧会実行委員会事務局です。 

 

今回は、令和７月 17日（木）、京都府立城陽支援学校で病弱教育部の児童・生徒４名と 

スリランカご出身の留学生２名による交流の様子をお届けします      

 

当日、通訳として日本の学生さんにも来ていただきました！ 

 

まずは自己紹介でアイスブレイク。 

自分の名前と、どう呼んでほしいかを、英語で発表します。 

 

次に、先生や児童・生徒の皆さんから茶道についてレクチャーを受けます。 

丁寧な説明のおかげで、ゲストの皆さんの緊張がほぐれた様子でした。 

 

 

この日のお菓子は、スリランカの国旗の色を使った和菓子でした。 

淡い色使いに、さりげないおもてなしの心が感じられました      

 

 

児童・生徒の皆さんが点ててくれたお茶を味わうスリランカ出身のお２人は、 

「とてもおいしい！」という嬉しい感想を聞かせてくださいました！ 

 

 

 

 

お茶のおもてなしの次は、みんなで坊主めくりを楽しみます。 

坊主のイラストを引いてしまった人からは落胆の声が、 

女性のイラストを引いた人からは歓声が挙がり、 

とても白熱したバトルが繰り広げられました！ 

 

  



 

坊主めくりが終わると、 

児童・生徒の皆さんとスリランカ出身のお２人によるプレゼンテーションタイムです。 

 

児童・生徒の皆さんからは、自分たちで作ったパワーポイントを使い、 

英語で城陽市の紹介や、自分の好きなもの、将来の夢を発表してもらいました。 

 

 

スリランカ出身のお２人は、 

スライドを使ってスリランカにまつわる 

色々なことを教えてくださいました。 

 

どちらも発表の中にクイズがあって、 

みんなで盛り上がった楽しい発表でした！ 

 

 

 

 

交流の最後に、児童・生徒の皆さんからスリランカ出身のお２人へプレゼント      

色紙には、漢字を当てたお２人の名前が！ 

 

日本とスリランカをモチーフにした 

アイロンビーズの作品も贈られました。 

 

児童・生徒の皆さんからのプレゼントに、感銘を受けるお２人でした！ 

 

笑顔で記念撮影をして交流は終了です！ 

参加された皆さんから優しさや相手への思いやりがあふれ、 

心温まる交流でした      

 

皆さん、ありがとうございました！ 

 

 


